




























































では、準備の一環として、9 月 26 日（水）に学















　　期　　間：11 月 19 日（月）－ 22 日（木）　






14,720 円（736 食）、神戸三田キャンパスでは 7,720









第 3 回目となる M4R が実施された。これまで同
様グローバル・リーダー・プログラムに参加して
いる 3 年生が中心となって、JAR ならびに大学
生協フードサービス事業部の協力のもと準備が進
められ、「世界難民の日（6/20）」に合わせた 6 月










をお招きして開講した。春学期は 5 月 28 日（月）
に野津美由紀氏（JAR 広報部コーディネーター）







































　　日　時：11 月 22 日 ( 木 )15：10 － 16：40
　　場　所：VI 号館 101 号教室
　
　　上映作品：『アイ・アム・ロヒンギャ（I am 

















































は 20 名に留まっており、前年比 8 名減となって
いる（なお、難民認定されなかったが人道的配慮
を理由に在留を認められた者が 45 名）。また、国
際世論も、無関心や道徳的無知によって「難民の
悲劇に対する麻痺状態」に近づいていることが指
摘される（Z. バウマン『自分と違った人たちと
どう向き合うか－難民問題から考える』、青土社 
2017 年）。このような中で、本学における難民問
題への取り組みは本当に小さな働きであるが、そ
れを多くの方々のご協力とご理解によって今年度
も継続できたことに心より感謝して、次年度以降
もこの働きを地道に続けていくことの大切さを心
に刻みつつ、今回の報告とさせていただきたい。
